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第
三
の
二
中
「
強
く
一
度
発
生
す
る
と
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
」
を
「
強
い
」
に
、「
平
成
十
九

年
の
流
行
の
原
因
分
析
に
か
ん
が
み
る
と
、
麻
し
ん
の
流
行
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
麻
し
ん

の
予
防
接
種
を
一
回
し
か
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
、
就
学
等
に
よ
り
集
団
生
活
を
す
る
環
境
下
に
あ
る
も
の
に
対

し
、
二
回
目
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
や
、
そ
う
し
た
環
境
に
な
い
者
に
対
し
て
も
」
を
「
そ
の
た

め
、定
期
の
予
防
接
種
に
よ
り
対
象
者
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
二
回
の
接
種
を
完
了
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
未
接
種
の
者
や
一
回
し
か
接
種
し
て
い
な
い
者
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
、」に
改
め
、「
伝
え
」
の

下
に
「
、
必
要
に
応
じ
」
を
加
え
、「
行
う
よ
う
」
を
「
受
け
る
よ
う
」
に
改
め
る
。

第
三
の
三
の
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

国
は
、
引
き
続
き
、
定
期
の
予
防
接
種
を
生
後
十
二
月
か
ら
生
後
二
十
四
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者
及

び
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
日
の
一
年
前
の
日
か
ら
当
該
始
期
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
あ
る
五

歳
以
上
七
歳
未
満
の
者
に
対
し
行
う
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
接
種
率
が
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
。
ま
た
、
少
し
で
も
早
い
免
疫
の
獲
得
を
図
る
と
と
も
に
、
複
数
回
の
接
種
勧
奨
を
行
う
時

間
的
な
余
裕
を
残
す
た
め
、
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
者
と
な
っ
て
か
ら
の
初
め
の
三
月
の
間
に
、
特
に
積
極

的
な
勧
奨
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
の
三
の
２
中
「
、
高
等
学
校
に
通
っ
て
い
な
い
者
を
含
む
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
者
へ
の
個
別
の
通
知
に
よ

る
確
実
な
接
種
勧
奨
を
行
う
よ
う
依
頼
す
る
ほ
か
」
を
削
り
、「
学
校
保
健
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第

四
条
」
を
「
学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
十
一
条
」
に
、「
及
び
健
康
診
断
」
を
「
及
び

就
学
時
健
診
」
に
改
め
、「
必
要
回
数
」
の
下
に
「
で
あ
る
二
回
」
を
加
え
る
。

第
三
の
三
の
３
中
「
及
び
学
校
保
健
法
第
六
条
に
規
定
す
る
健
康
診
断
（
以
下
「
学
校
で
の
定
期
健
康
診
断
」
と
い

う
。）」
を
削
り
、「
予
防
接
種
歴
を
」
の
下
に
「
、
原
則
と
し
て
母
子
健
康
手
帳
や
予
防
接
種
済
証
を
も
っ
て
」
を
、「
必

要
回
数
」
の
下
に
「
で
あ
る
二
回
」
を
加
え
る
。

第
三
の
三
の
４
中
「
定
期
の
予
防
接
種
の
際
に
は
、
原
則
、
保
護
者
の
同
伴
を
求
め
て
い
る
が
、
対
策
期
間
中
に
時

限
的
に
追
加
す
る
中
学
一
年
生
及
び
高
校
三
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
者
に
対
す
る
定
期
の
予
防
接
種
（
以
下
「
補
足

的
接
種
」
と
い
う
。）に
限
っ
て
は
、
事
前
に
保
護
者
に
対
し
予
防
接
種
の
効
果
及
び
副
反
応
等
に
つ
い
て
の
十
分
な
情

報
提
供
を
行
い
、
書
面
で
保
護
者
の
了
承
を
得
る
こ
と
及
び
当
該
書
面
と
は
別
に
予
診
票
に
保
護
者
の
署
名
を
得
る
こ

と
を
条
件
に
、
保
護
者
の
同
伴
を
例
外
的
に
不
要
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
定
期
の
予
防
接
種
は
、原
則
、

診
療
所
等
で
個
別
に
行
う
も
の
と
す
る
が
、
国
が
、
応
急
治
療
措
置
、
救
急
搬
送
措
置
等
に
つ
い
て
安
全
面
で
遵
守
す

べ
き
事
項
を
別
途
定
め
、
学
校
医
等
と
連
携
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
等
で
定
期
の
予
防
接
種
を

実
施
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
」
を
「
そ
の
た
め
」
に
改
め
る
。

第
三
の
三
の
５
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、「
補
足
的
接
種
を
含
む
」
を
削
り
、「
補
足
的
接
種
に
」を「
接

種
に
」
に
改
め
、「
、
そ
の
対
象
と
す
る
世
代
に
は
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
を
保
有
し
て
い
な
い
者
が
一
定
程
度
お
り
、

流
行
を
阻
止
で
き
な
い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
」
を
削
る
。

第
三
の
四
の
２
及
び
３
中
「
必
要
回
数
」
の
下
に
「
で
あ
る
二
回
」
を
加
え
る
。

第
三
の
四
の
４
中
「
学
校
保
健
法
第
八
条
に
規
定
す
る
」
を
「
母
子
保
健
法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

健
康
診
査
並
び
に
学
校
保
健
安
全
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
及
び
同
法
第
十
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
職
員
の
」
に
改
め
、「
利
用
し
て
、」の
下
に
「
学
校
の
児
童
生
徒
等
や
」
を
、「
必
要
回
数
」の
下
に「
で

あ
る
二
回
」
を
加
え
、「
推
奨
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
」
を
「
推
奨
し
、
学
校
の
管
理
者
に
対
し
、
推
奨
を
依
頼
す
る

も
の
と
す
る
。
ま
た
」
に
改
め
、
同
四
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５

国
は
、
麻
し
ん
患
者
が
一
例
で
も
発
生
し
た
場
合
に
、
国
立
感
染
症
研
究
所
に
お
い
て
周
囲
の
感
受
性
者
に

対
し
て
予
防
接
種
を
推
奨
す
る
こ
と
も
含
め
た
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
、
具
体
的
な
実
施
方
法
等
を
示
し
た
手

引
き
の
作
成
を
行
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
国
立
感
染
症
研
究
所
は
、
都
道
府
県
等
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合

に
、
適
宜
技
術
的
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
の
五
の
２
を
削
る
。

第
三
の
五
の
３
中
「
必
要
回
数
」
の
下
に
「
で
あ
る
二
回
」
を
加
え
、
同
３
を
同
２
と
す
る
。

第
三
の
五
の
４
中
「
必
要
回
数
」
の
下
に
「
で
あ
る
二
回
」
を
加
え
、
同
４
を
同
３
と
す
る
。

第
三
の
五
の
５
中
「
厚
生
労
働
省
は
」
の
下
に
「
、
本
省
、
国
立
感
染
症
研
究
所
又
は
検
疫
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
通
じ
、
国
内
外
の
麻
し
ん
の
発
生
状
況
や
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
」
を
加
え
、「
国
内
の

麻
し
ん
の
発
生
状
況
、
外
国
で
麻
し
ん
を
発
症
し
た
場
合
の
影
響
等
に
つ
い
て
の
」
を
「
こ
れ
ら
の
」
に
改
め
、
同
５

を
同
４
と
し
、
同
６
を
同
５
と
す
る
。

第
四
の
二
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
る
。

第
五
の
三
を
削
る
。

第
六
の
二
中
「
、
世
界
保
健
機
関
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
に
お
い
て
は
」
を
削
り
、「
同
地
域
」
を「
西
太
平
洋
地
域
」

に
、「
掲
げ
て
お
り
、」を
「
掲
げ
各
国
に
対
策
の
実
施
を
求
め
て
お
り
、
同
機
関
に
お
い
て
、
麻
し
ん
の
排
除
の
認
定
作

業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。」に
、「
目
標
の
達
成
」
を
「
目
標
の
達
成
及
び
維
持
」
に
改
め
、
同
二
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

三

国
際
機
関
へ
の
協
力

国
際
機
関
と
協
力
し
、
麻
し
ん
の
流
行
国
の
麻
し
ん
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
国
際
保
健
水
準
の
向
上
に
貢

献
す
る
の
み
な
ら
ず
、
海
外
で
感
染
し
、
国
内
で
発
症
す
る
患
者
の
発
生
を
予
防
す
る
こ
と
に
も
寄
与
す
る
。
そ

の
た
め
、
国
は
、
世
界
保
健
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
際
的
な
麻
し
ん
対
策
の
取
組
に
積
極
的
に
関
与
す
る

必
要
が
あ
る
。

第
七
の
標
題
中
「
の
確
立
」
を
「
と
普
及
啓
発
の
充
実
」
に
改
め
る
。

第
七
の
一
中
「
進
ち
ょ
く
」
を
「
進
{
」
に
改
め
、「
必
要
が
あ
る
」
の
下
に
「
。
ま
た
、
市
町
村
等
は
、
予
防
接
種

台
帳
の
デ
ー
タ
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
電
子
媒
体
で
の
管
理
を
積
極
的

に
検
討
す
る
」
を
加
え
る
。

第
七
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

麻
し
ん
対
策
推
進
会
議
及
び
排
除
認
定
会
議
の
設
置

国
は
、
平
成
十
九
年
度
よ
り
、
感
染
症
の
専
門
家
、
医
療
関
係
者
、
保
護
者
、
地
方
公
共
団
体
の
担
当
者
、
ワ

ク
チ
ン
製
造
業
者
及
び
学
校
関
係
者
か
ら
な
る
「
麻
し
ん
対
策
推
進
会
議
」
を
設
置
し
て
い
る
。
同
会
議
は
、
毎

年
度
、
本
指
針
に
定
め
る
施
策
の
実
施
状
況
に
関
す
る
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
、
必
要
に

応
じ
て
当
該
施
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
提
言
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
国
は
、
麻
し
ん
が
排
除
・
維
持
さ
れ

て
い
る
か
を
判
定
し
、
世
界
保
健
機
関
に
報
告
す
る
排
除
認
定
会
議
も
設
置
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
七
の
三
の
標
題
中
「
都
道
府
県
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、「
会
議
の
設
置
」
を
「
会
議
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の

整
備
」
に
改
め
る
。

第
七
の
三
の
１
中
「
進
ち
ょ
く
」
を
「
進
{
」
に
改
め
、「
も
の
と
す
る
」
の
下
に
「
。
ま
た
、
都
道
府
県
等
は
、
必

要
に
応
じ
、
医
師
会
等
の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
麻
し
ん
の
診
断
等
に
関
す
る
助
言
を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の

整
備
を
検
討
す
る
」
を
加
え
る
。

第
七
の
三
の
２
中
「
、
児
童
及
び
生
徒
」
を
「
及
び
児
童
」
に
改
め
る
。

第
七
の
四
の
１
中
「
学
校
保
健
法
第
十
三
条
」
を
「
学
校
保
健
安
全
法
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
第
七
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

五

普
及
啓
発
の
充
実

麻
し
ん
対
策
に
関
す
る
普
及
啓
発
に
つ
い
て
は
、
麻
し
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識
に
加
え
、
医
療
機
関
受
診
の

際
の
検
査
や
積
極
的
疫
学
調
査
へ
の
協
力
の
必
要
性
等
を
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
は
、
文

部
科
学
省
や
報
道
機
関
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
国
民
に
対
し
、
麻
し
ん
と
そ
の
予
防
に
関
す
る
適

切
な
情
報
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
八
十
五
号

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、使
用
薬
剤
の
薬
価（
薬

価
基
準
）（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

三
井

辨
雄
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